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主 電 源 を 半 波 整 流 に し て 究極 の 分 解 能 を 目指 し た 


WE-205D シン グル の 最終 
バー ジョ ン 


この 1 年 間 に 5 極 管 ア ンプ に 取り 
組ん で きた . 最後 に 作っ た の は 5 月 
号 の 47 シン グル で あっ た . 久々 の 
直 熱 管 ア ンプ だ っ た が , この 小 出 力 
アン プ の 音 が 図 抜け て いた . 直 熱 管 
だ か ら と は 言い た く な い が , 出 て き 
た 音 の 豊か さ に 感動 し た . 豊か な 音 
と 書く と 肥大 し た 低音 を 連想 する 
が , 引き 締まっ た 強 葵 な 低音 が 豊か 
に 出る 再生 シス テム に 変身 し た の で 
ある . その 秘密 は ショ ッ ト キ ー バ リ 
アダ イオ ー ド の アノ ー ド 接地 半 波 整 
流 に ある . スピ ー カ ・ シ ステ ム の 励 
磁 電 源 の 半 波 整 流 化 に つい て は 5 月 
号 に 書い た . 

スピ ー カ ・ シ ステ ム の 半 波 整流 化 
と 同時 に リフ ァ レ ンス ・ ア ンプ の 91 
BType の 300 A シン グル も 半 濾 整 
流 に し て し まっ た . 半 濾 整流 に する 
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WE- 205D シ ング ル 
ステ レオ ・ ア ンプ の 製作 


と DC の 揺らぎ が ほとん ど と 無く な 
り 低音 部 の 分 解 能 が あがる . 低音 部 
が 安定 する と 音 場 の 見 通し が 良く な 
り 楽 器 の 定位 の 再現 が より リア ル に 
な る . 両 波 整 流 は リプ ル は 小さ いも 
の の 極 わ ず か な DC の 揺らぎ が 低 
音 部 を 膨らませ て ,。 生 の 音 に は な い 
オー ディ オ 特 有 の し まり が な い 低 音 
を 助長 する と いう の が 私 の 推察 で あ 
る . アノ ー ド 接地 が さら に 分 解 能 を 
増す 方 向 の よう だ . 


イコ ライ ザ ・ ア ンプ で 成功 し た 
3A5 を 電圧 増幅 段 に 起用 


過去 に 何 台 か 製作 し た 205D シ 
ング ル ・ ア ンプ の 最終 バー ジョ ン を 
目指 し て まず 実験 を 始め た 。 た た き 
台 は 本 誌 1996 年 8 月 号 (古典 球 ア ン 
プ の 作り 方 楽し み 方 一 1 に 掲載 ) の 陣 
等 用 の 単 管 シ ング ルアン プ で ある 。 
実験 前 に 出力 トラ ンス を UTC の 
S 14 型 ユ ニー バー サル 出力 トラ ン 


ス に 交換 し た . S 14 は 1 次 イン ピー 
ダン ス を 7 k に し た . 入力 下 ラ シ 
の WE-282 A (600 Q : 240 k) を パス 
し て 前 段 に 3A5 1 本 の 2 段 増 幅 
アン プ を 置い た 。 この 2 段 増 ア ン 
プ も 本 誌 2003 年 6 月 号 の 3A 5 使 
用 の トー ン ・ コ ント ロー ル ・ ア ンプ 
で ある . 征 /C 回 路 を パス し て 約 40 
dB (100 倍 ) の フラ ッ ト ・ ア ンプ に し 
だ 。 と の プラ テッ ト … ア ング は プア ォ タラ 
メン ト が 1.5 V の 単 一 乾電池 。 バイ 
アス 電源 が 1.5 VX 2 の 単 三 乾 電 
池 ,B 電源 が ショ ッ ト キ ー バ リア ダ 
イオ ー ド に よる アノ ー ド 接地 型 半 波 
整流 に し て ある . モノ ラル ・ ア ンプ 
な の だ が クッ キリ と 輪郭 の は っ きり 
と し た 力強い 音 が 飛び 出し た . これ 
が 素顔 の 205 D の 音 だ と 納得 し た . 
この 音 で ステ レオ ・ ア ンプ に すれ ば 
555 や 594A の ホー ン 型 シス テム 
な ら 300 A を 越え る アン プ が 出来 
そう だ . 目的 は SP レコ ー ド 再生 で 
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Vi 
3A5 の バイ アス 電圧 は 一 2.5 V Ve 
雪 0 < M 205D フ ィ ラ メッ ト へ 
に 設定 し た . これ も 半 波 整流 の 後に オル 
ヶ 型 フィ ルター を 入れ 。 その 後に 3 S30A09H 2 し / ー 
端子 レギ ュ レ ー タ で -2.5 V を 得 人 
こ <。 バ イア ス 電 源 は 立ち 上 が り 時 間 Va 
205D フ ィ ラ メン ト へ 


が 短く な いと 真空 管 を 傷め る . また 
リプ ル も フィ ラメ ント 電源 以上 に 気 
に する 必要 が ある . 3 端子 レギ ュ レ 
ー タ は と の 2 点 を クリ ア し て いる 。 


(3) 出力 管 205 D の フィ ラメ ント 


電源 


実験 機 は 4.5V の セン ター タッ 
プ 付 の パワ ー・ ト ラン ス を 使用 し た 
AC 点火 だ っ た が , 本 機 は パワ ー・ ト 
ラン ス に 特注 品 を 使用 し な いこ と に 
決め て いた . そこ で 30A 型 SBD 
の 半 波 整流 と 5 V の 低 損 失 型 3 端 
子 レ ギュ レー タ の 組み 合わ せ に し 
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S30A03H 2 200g 10V 


だ 。 ジ レギュレータ ほほ サシ クジ の 
SI 3502 V で ある . レギ ュ レ ー タ の 
後に 0.3Q の セメント 抵抗 を 入れ 
て 4.5 V を 得 た . 音質 劣化 を も た ら 
す ハ ム バ ラン サ は 使用 し て いな い . 
まだ 出力 管 205D の フォ ラメ ン 
は 上 /R チャ ン ネ ル を 別々 に し た . 
205 D は セル フ バ イア ス 動 作 で あ 


1.000z50V 


ww 1.000z50V 
十 1.4V 
ViV3 
フィ ラメ ント へ 
3000 2400 本 訪 アー ス へ 
1/ 
る . 
(4) B 電 源 


205 D の 実効 プレ ー ト 電圧 を 350 
V か ら 370 V に し た か っ た . そこ で 
選ん だ の が 320 V の B 電 源 用 巻 線 
付 の パワ ー・ ト ラン ス で ある .。 フィ 
ラメ ント と バイ アス 電源 用 の 巻 線 も 


| 王 


の 4-8-16 ⑫ に 切り 替え は 1 回 路 3 
接点 の スナ ッ プ SW (NKK 2020) 
で 行っ て いる 。. 


音質 劣化 の 根源 と 思わ れる 
ヒュ ー ズ を 廃し て サー キッ ト ・ 
プロ テク タ を 電源 スイ ッ チ に 


すべ て の 電子 機器 に 使用 3 れ て い 
る ヒュ ー ズ が アン プ の 音質 に どの く 
らい 影響 を 与え を て いる か , 今 ま で あ 
まり 問題 に ほれ な か っ た . あの 髪 の 
毛 の 細 さ の 鉛 の 線 の こと を 考え る と 
屋内 配線 を 50 A, 100 A に し て ホス 
ピタ ル グ レ ー ド の コン セン ト や AC 
プラ グ , 音響 対策 コー ド を 使用 する 
意味 が どこ に ある の か と いう 気 が す 
る . 4 月 号 の 47 シン グル で ヒュ ー 
ズ の 代わ り に 日 幸 電 機 製 の サー キッ 
ト ・ プ ロ テ ク タ IBP-1 の 3 A 型 を 
初め て 使用 し た . 47 アン プ の 音 を 聴 
いて いる と も う ヒ ュー ズ を 使う 気 が 
起こ らち なくなっ た . 本 機 に も 47 シ 
ング ル と 同じ IBP-1 (3 A) を 使用 し 
た . 取り 付け 穴 が トグル SW と 同じ 
12 の な の で 以前 製作 し た アン プ の 電 
源 ス イッ チ と 交換 が 可能 な の も 嬉し 
い . 

IBP-1 型 に は 標準 定格 電流 と し 
て 0.1A。 0.5A。 エ TA.2A。 34A, 
5 A 7 A, 10A。 12.5 A, 15 ん A, 
20 A, 25A の 12 機種 が 用 意 さ れ て 
いる . 

試聴 報告 

半 濾 整流 の た め 当 初心 配 し て いた 
残留 雑音 も まっ た く 問 題 に な ら な い 
低 雑 音 ア ンプ に 仕上 が っ た 。 ア クー 
ステ ィ ク フィ ー ド バッ ク の テス ト で 
は シャ ー シ を 指 で た た く と 僅か に コ 
ー ン と いう が スピ ー カ の 音 が 戻っ て 
ハウ リン グ を 起こ す 心 配 は まっ た く 
な か っ た . 

試聴 は 励磁 電源 を 半 波 整流 に し た 
WE-594 A レシ ー バ 二 WE-31 A ホ 
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< フィ リッ プス UPCC-1083> 


ー ン 。 ジェン セン L 20 ウー アァ ーー 
アル テッ ク 825 ホー ン ( 縦 ス リッ ト 
型 ) で 行っ た . クロ ス オ ー バ ・ ネ ッ 
トワ ー ク は 1950 年 代 の JBL 製 
N 500 で ある 。 

以前 に 作っ た 205D シン グル と 
は 異な り 力強い スレ ー ト な サウ ンド 
だ と いう の が 第 一 印象 . し か も 限り 
な く ク リア で 描写 が 細か い . あい ま 
いさ が な い 所 が 際立っ て いる . 

SP レ コー ド で イダ ・ ヘ ン デ ル 
(1924.12.15 ポー ラン ド 生 まれ ) の 初 
録音 で ある サラ サー テ : ツィ ゴイ ネ 
ル ワ イ ゼン 作品 20 ( 英 デ ッ ヵ K. 940, 
原 番 号 AR 4952-1, AR 4953-2) を 聴 
いた . この 録音 は 1940 年 8 月 9 日 
で ある . イダ ・ ヘ ン デ ル が 15 歳 の 時 
の 録音 で , 数 週間 前 に 入手 し た ば か 
り の SP レコ ー ド で ある 。 フォノ *・ イ 
コラ イザ ・ ア ンプ は 6C4X4 の CR 
型 イ コラ イザ を 使用 し た 。 フ ォ ノ ・ 
イコ ライ ザ の 製作 記事 は 発売 中 の 
| 管 球 王国 | Vol.32 に 掲載 され て い 
る . 昨年 12 月 に も 東京 公演 を し た 


@ 日 幸 電 子 の サー キッ ト ・ プ ロ テ ク タ 


イダ ・ ヘ ン デ ル は 79 歳 の 現役 アー 
ティ スト で ,『 ツ ィ ゴ イネ ル ワ イ ゼ 
ン | は 革 後 の 1947 年 に 再 録音 し て 
ゅ めい る 。 こ れ も SP レコ ー ド で ある . サ 
ラサ ー テ : ツィ ゴイ ネル ワイ ゼン 作 
品 20 ( 美 デ ッ ヵ K.1842, 原盤 番号 
AR 1138-1. AR 1139-2, 1947 年 6 月 14 
日 舞 音 ) で 前 者 の ピア ニス ト が アー 
デラ ・ コ ト フ スカ , 後者 が アイ ヴァ 
デー ャ ュー トン で ある 。 

1940 年 と 1947 年 の 8 年 間 に ア 
ー テ ィ ス ト も 録音 も どちら も 長 足 の 
進歩 を 遂げ た と いう の が 実感 だ が , 
205 D ア ンプ は その 変化 を 克明 に 再 
現し て いた . 録音 で 評判 が 高かっ た 
デッカ は 1940 年 頃 は 特に 優秀 録音 
で は な く 普 通 の 音 だ . 同じ 時 期 の 
EMI アビ ー・ ロ ー ド ・ ス タ ジ オ 録音 
と 較べ る と 明らか に 劣っ て いる . 
1947 年 の 録音 は SP レコ ー ド な が 
ら デ ッ カ の Hi-Fi 録音 で ある . その 
進歩 の 度合 い は 大 きい . こん な 感想 
を 持ち な が ら 次 々 と 手当 た り 次 第 に 
手元 の SP レコ ー ド を 聴き あさ っ 
7 だ 

上 記 の フォ ノイ コラ イザ は SP レ 
コー ド と モノ LP 専用 に 製作 し た 
も の な の で , モノ ー ラ ル LP も 試聴 
し た 。 トス カニ ー ニ 指揮 NBC 交響 
楽団 の ドヴォルザーク : 交響 曲 第 9 
番 ホ 短 調 [ 新 世界 より | (RCA Victor 
LM 1778) で ある . 中 学生 の 時 に 親 に 
買っ て も ら っ た も の で LP が わが 
家 で 音 を 出し は じ め た 直後 の も の で 
ある . ここ 40 年 来 ほ と ん ど 聴 いて 
いな い が , 買っ た 当時 は 毎日 か け て 
いた . 今回 の 試聴 は GE の バリ レラ 
だ っ た が , 胸 が すく 爽快 な 演奏 が 繰 
り 広 げ ら れ た . 録音 の 古 さ は まっ た 
感じ な いま る で 昨日 録音 し た よう な 
瑞 々 し さ が あ っ た . この 演奏 は CD 
で も 持っ て いる が と て も こん な フレ 
ッシュ 感 は 出 て こない .。 こう 書く と 
いか に も CD が 悪い よう に 聴こえ 
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する だ ろう . 
電気 特性 


最大 出力 が 1.5 W で ある . 約 1 
W か ら ク リッ プ が 始ま る . 第 2 高調 


@ 大 型 ロ ー タ リ SW を 使っ た ATT の 内 部 
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が ちょ うど 1 W だ っ た . 残留 クイ ズ 
が 0.4mV と 小さ か っ た 。 


周波 数 特性 (第 3 図 ) 


70 Hz-50 kHz が マイ ナス 1 dB 
で ある . 出力 トラ ンス の 特性 通り 優 
秀 で ある 。 


入 ・ 出 力 特性 (第 4 図 ) 
出力 1W 時 の 入力 電圧 が 240 


(2) 


(③) 


mV だ っ だ た 、 パ ジー・ ア シズ と し て 
手頃 な 感度 で ある . 
※ ※ 


本 機 は 5 月 22 日 ( 土 )16 : 00- 
18 : 00 の 「 ア ム ト ラ ンス ・ ミ ニ ・ コ 
ン サ ー ト 」 (申し 込み 先 : 03-5294- 
0301) で 披露 する . 興味 が ある 方 は 
是非 お 越し いた だ きた い . 
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